
令和3年6月吉日

関係各位

公開授業研究会のお知らせ（第2次案内）

東京学芸大学附属世田谷中学校

校長福本みちよ

本校では下記の通りに公開授業と研究協議を行い､中学校教育の_層の充実と向上を図りたく存じますもつきましては､お忙し

いこととば存じますが、多くの皆様にご参加いただき、ご指導ご助言を賜りますよう、よろしくお扉1,申し上げますも

なお､新型コロナウイルス感染症対策を含め､今年度の公開饒業研究会は動画による授業公開とオンライン協議会の形式で実施

致しますも

記

研究主題： 情報活用能力を育むモデル単元の開発

一資質・能力をベースとした教科横断による実践を通して一

令和3年8月28日出9：30～12：00， 14：00～16

公開受業およひ研究懐議会（国･社･数･理･美･保体･技･家･狗

無料

①申込:令和3年7月1日 （木）～8月27日㈱正午まで

日 時：

内 容：

参加費：

参加方法：

30柵:始：9：00～， 13：30～）

HP(ht":/Jw$ﾊﾊ".畦部hJgeiac の鋤ﾛ申し込みフォームより申し込みをお願いいたし

16日明） 9：00以降に授業動画URLと協議会用ま宙申し込みしていただいた方につきましては、 8月16日

のZmmのURLをメールで送柿'､たしま宙

鍵鍵｢本校HPにｱｸｾｽでき妄
ご活用くださし％

、 _

②授業動画視聴:令和3年8月16日明） 9 ：00～当日17：00まで

協議会当日までにメールで送付されたURLから授業動画をご繍<ださし％

また､協議会においては匪上の｢質問フォーム」で脚､たご質問を中職こ協議を進めていきますの

で、ご入力いただければと思います伯罰罰。

伽唖､協議会:全体会Zmmと協議会mOmにて実脚､たしますも 当日時間になりましたら、送付したURLよりお

入りください。

※その他注意点:新たにZomnアカウントを取得していただく必要はありませんが、ビデオ会議に必要な機材･環境に

ついては各自でご準備をお願いします。また、生徒の個人情報保護の観点から、授鴬力画視聴ｵsよび

Z"m協議会における資料の保存とその再配布については、録音･録画・画面キヤプチヤ等手段問わ

ず､－瞭止しますbオンライン開催にあたり、不測の事態による接続の不具合､機器のトラプノレ等が

起こることが考えられますも本校で補償の義務･責任を負うことができませんことをご了承ください。

当日の開催の可否についても、変更があればHP・メールにてお知らせしますも

時程：
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全体会

趣旨説明

各教科の騰会

【午前:国･数･技･英】 【午後:社･理･美･保体･家】
撰陶潅認 休憩

お問い合せ先:TELO3-570G3301 FAXO3-570"340E-Imilsechukal@u-"lqJFiacjp担当：渡邉

叶・ q



公開授業一覧【学年･授業者,授業ﾃｰﾏ,授業概要指導助言者】

| 榊臓I指導助言者’
幹
》
幹
》

授業概要授業ﾃーマ

国
語
①

送り手側の収散と受け手側の需要の君こ着目し「タイトル」

について考えていく。 ［名づけ」や億味jの生成も踏まえ

ながら備報〉と幻脈の関連をとらえていきたし％

ことばを見つめる

～循報〉の収敷性と

「タイトル］の機能～

第3学年

渡邉裕
千田洋幸

(東京学芸大学）

「クマゼミ鞠ﾛの原因を探る」縦明文）の段落構成､筆者

の述べ方の工夫を用いて、身近なものごとの原因を調査し、

発表し合う学習。

』
》

「○○の原因を探る」

～筆者の述べ方で伝える

ミニフイールドワーク～

国
語
②

第2学年

加儀修哉

高岡麻美

（玉川大学）

(東京学芸大学〉

自ら設定した学習課題に対して、対立する立場や日本の立場

を設定し､感情を意識したロールプレイを行い、アジア州の

池灘勺課題の追究を行う。

エモーショナルな表現活動を

取り入れた

社会科授業の実践

第1学年

金城ﾎ｢鰐

社
今
毒

証明の導入場面において､証明を記述することでは鞍<、証

明の方針を立てること、読むことを中心とした授業について

提案する。

数
学
①

第2学年

鈴木誠
証明とその仕組み

》

数
学
②

角の二等分線の作図で証明を導入し、その証明を読むことを

通して垂線の作図との関係を統合的に考察する。

第2学年

松本紘一朗
証明とその仕組み

ロウソクが見せる様々な現象を篭際することから生徒自ら問
宮内卓也

(東京学芸大学）

探究の過程に沿った

「ロウソクの科学」

斡
棚

２

田

第
高

理
科

を基に、ロウソクが見乱士題を見いだし、

る現象を纈張的鞍視点で説明しようとする。

生徒の作品制御辮盤に差し掛かり、自己表現の深まりのた

めの手掛かり翰考になるような作品や参考資料を探し、共

感やオマージュを得るための情報活用とは何力も

水野谷識K

(元淑緬期大学）

第3学年

栗田勉

自己の表現の追及と

情報活用

美
術

口；
新体カテストの記録方法の周知、データの記録や結果の集計

を子どもたち一人一人のデバイスで即時的に行えるアプリを

活用し、運動の習間上剖艮差する

第1学年

菊地孝太郎

保健体育刷定した体力から

運動の習間上を図ろう ！」

－

：
第3学年

谷百合香

保健分野「S脚sから性につい

て考える」

S船sの目標5 「ジェンダー平等」からIEBTQ+について考え

、 自分の性と向き合う。

はんだごて製作を通して

情報を活用するための

噸くる活動」

エネルギー変強の技術の見方･考え方を働かせた実騨勺・体

験的な活動を通し、能動的に学習を進めるために自ら情報を

活用する授業の実践を行う。

第2学年

諏佐誠

技
術

必要な情報を収集し､健康で安全な生活や健全な食生活を実

現するために何が必要力港え、適切に情報を選択する力を育

む授業を提案する。

第3学年

関野かなえ

食の選択

一食品の安全と情報一

家
庭

》
》

即時的にスピーキングするスキルの育成に向けたpracticeを

実践する。その手立てとしてデイベートを取り上げ、実睡ま

での過程、かつその実際から生徒の学びと指導を省察する。

自らの思考を艮鴎的にスピミーキン

グする力を養うplEctice指導

～ディベートの指導を通して～

第3学年

山蜘二

英
語

大場貴志

(昭和女子大学）


